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	【警告】
	【禁忌・禁止】
	① 拡張を予定している部位から多量の出血が認められる患者。
	[手技中にさらなる組織の損傷や出血につながるおそれがある。]
	② 拡張を予定している部位に既知の穿孔が認められる患者。
	[手技中にさらなる組織の損傷や出血につながるおそれがある。]
	③ 気管支と食道、縦隔又は胸膜腔との間に既知の瘻孔がある患者。
	ただし、穿孔又は瘻孔を処置する目的でのステント留置の
	準備として拡張が行われる場合は除く。
	[手技中にさらなる組織の損傷、出血につながるおそれがある。]
	【形状・構造及び原理等】
	＜構造図（代表例）＞
	【使用目的又は効果】
	本品は、内視鏡下で気管又は気管支の狭窄部を拡張することを
	目的に使用する。
	【使用方法等】
	※本品に、インフレーションデバイス、ストップコック及びガイドワイヤは
	含まれない。
	※※ISO594-2:1998又はISO80369-7:2016準拠のルアーコネクタに
	接続できるストップコックを使用する。
	<カテーテルの挿入>
	180 cm ガイドワイヤ※を使用する場合︓
	<バルーンの拡張>
	<カテーテルの抜去>
	＜使用方法等に関連する使用上の注意＞
	【使用上の注意】

